




























いだろうか｡健康に過 ごすために,食事を選んだり,準備 したり,楽 しんだり,心の安定
*長崎大学教育学部家政教育 **広島大学大学院教育学研究科
***西南学院大学






















表 1 調査対象者 (学年別 ･性別)人
小4 ′ト6 中 2 高 2 合計
男子 49 51 51 38 189
女子 44 54 42 43 183







とが多いと答えたのは,小学 4年と6年では約 1割,中 ･高 2年の女子では約 2割,中 ･
表 2 誰と食べることが多いか (%)
小4 小6 中2 高2
男 女 罪 女 男 女 男 女
友達 .2.0 4.5 5.9 9.3 5.9 9.5 42.1 41.9
家族 _ 79.6 84.1 80.4 83.3 56.9 61.9 26.3 27.9
自分ひとり 8.2 9.1 ll.8 5,6 31.4 21.4 31.6 23.3
その他 0.0 0.0 0.0 0.0 3.9 7.1 0.0 4.7
無回答 10.2 2,3 2,0 1.9 2.0 0.0 0.0 2.3
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も自宅で食べるが最も多かった｡小学 4年, 6年と中学 2年女子の約 7-8割,中学 2年
男子の約 9割,高校 2年の約 6割が自宅で食べることが多いと答えていた｡学校で食べる
ことが多いのは高校 2年で男女とも約 2割であり,他の学年とは異なる傾向であった｡ま
た, レス トランなど外食することが多いのは,高校 2年男子,小学 6年男子と女子,中学




表 3 どこで食べることが多いか (%)
小4 小6 中2 高2
男 女 男 女 男 女 男 女
学校 0.0 0.0 2.0 5.6 2.0 0.0 18.4 23,3
友人宅 2.0 0.0 0.0 0.0 3.9 0.0 0.0 2.3
レストランなど 16.3 ll.4 21.6 20.4 2.0 19.0 23.7 日.6
自宅 75.5 84.1 74.5 72.2 90.2 81.0 55.3 60.5
わからない 4.1 2.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
無回答 2.0 2.3 2.0 1.9 2.0 0.0 2.6 2.3





小学 4年の男子では,いろいろ ･組み合わせ (28.6%)の記述が多 く,女子では麺類
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(23.3%)が多かった｡小学 6年では男女 とも,麺類 (46.8%,31.5%)が最 も多かった｡
中学 2年でも男女 とも麺類 (43.1%,28.6%)が多 く,高校 2年では男子は外食 (23.7%),
女子は麺類 (18.6%)と弁当 (18.6%)が多かった｡
40%を越えたのは小学 6年男子 と中学 2年男子であった｡小学校家庭科の学習内容にイ
ンスタントラーメンも含めた麺類の摂取についての学習を組み入れたほうがよいと思われ
る｡また,高校 2年では,弁当と外食をあわせると,男子が34.2%,女子が34.9%であり,




小4 小6 中2 高2
ごはん 10.2 18.6 8.5 3.7 15.7 16.7 15.8 16.3
おにぎり 0.0 0.0 2.1 5.6 2.0 2.4 7.9 0.0
チャーハン等 6.1 20.9 4.3 3.7 13.7 7.1 0.0 0.0
麺類(含インスタント) 26.5 23.3 46.8 31.5 43.1 28.6 21.1 18.6
パン類 10.2 4.7 6,4 ll.1 0.0 ll.9 5.3 14.0
インスタント冷凍食品 0.0 0.0 0.0 3.7 7.8 7.1 2.6 0.0
卵料理 0.0 2.3 0.0 1.9 2.0 2.4 0.0 0.0
弁当 6.1 2.3 4.3 3.7 3.9 2.4 10.5 18.6
外食 0.0 0.0 2.1 9.3 2.0 9.5 23.7 16.3
わからない 10.2 7.0 2.1 0.0 0.0 2.4 0.0 0.0
(4)誰と食べると楽 しいか
誰 と食べると楽 しいかについての結果は表 5の通 りであった｡小学 4年では男女 とも家
族が約 6割で,男女差は見 られなかった｡ しか し,小学 6年か らは男女差が顕著に表れ,
男子は家族より友達 と答えたものが多 く,女子は家族が多いという結果で男女差がみられ
た｡また,女子については,小学 6年 と中学 2年で家族 と食べると楽 しいと答えているも
のが小学 4年と比べると若干少なく,高校 2年ではその半分位の割合のものが家族 と食べ
ると楽 しいと答えている｡
また,男子の結果を学年別にみてみると,小学 4年では家族 と食べると楽 しいと答えた
ものが約 6割で多かったが,小学 6年になると,友達 と食べると楽 しいと答える割合が家
族 と食べると楽 しいと答えたものより多かった｡中学 2年でも,高校 2年でも同様に家族
より友達 と食べると楽 しいと回答する割合が高い｡さらに,小学 6年か ら,楽 しいと思え
る人が誰 もいないという回答 もみ られ,楽 しいと思える人が誰 もいないと答えたのが最 も
多かったのは中学 2年で約 1割 もいた｡
一方,女子については,中学 2年までは家族 と食べると楽 しいと答えたものが友達 と食
べると楽 しいと答えたものより多かった｡高校 2年では,家族 と食べると楽 しいと答えた
ものが友達 と食べると楽 しいと答えたものの約 2倍の65.1%であった｡年齢が上がるにつ
れて友達 と食べると楽 しいと答えたものが増えているが,中学 2年か ら高校 2年の間で急
に友達 と食べると楽 しいという答えが増加 していた｡
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年齢が上がるにつれて,男女ともに家族より友達とのつきあいをを優先 していることが
わかった｡そして特に女子にその傾向が強いことがわかった｡
表 5 誰と食べると楽しいか (%)
小4 小6 中2 高2
男 女 男 女 男 女 男 女
友達 28.6 31.8 43.1 37.0 39.2 42.9 44.7 65.1
家族 59.2 56.8 39.2 50.0 31.4 50.0 21.1 27.9
いない 0.0 0.0 5.9 1.9 ll.8 2.4 7,9 0.0
その他 10.2 ll.4 5,9 9.3 ll.8 4.8 23.7 4.7
無回答 2.0 0.0 5.9 1.9 5.9 0.0 2,6 2.3
計 100.0 一oo.0 一oo.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
(5)誰と食べることが多いかと誰と食べると楽 しいかのクロス

















達と食べると楽 しいだろうと答え, 2人は楽 しいと思 う人は誰もいないと答えていた｡家
族と食べることが多いのに楽 しいと思える人は誰 もいないと答えたものが 1人いた｡家族
と食べることが多いと答えた男子 1人は楽 しいと思える人は誰 もいないと答えている｡
表 6 誰と食べることが多いかと楽しいかのクロス集計 (小学4年)
珂4-1間4-3 自分ひとり 家族 友達 その他 無回答 合計男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
いない 0
家族 2 3 24 21 1 2 2 55
友達 2 1 10 12 2 27
その他 5 4 9
無回答 0
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表 7 誰と食べることが多いかと楽しいかのクロス集計 (小学6年)
問4-1間4-3 自分ひとり 家族 友達 その他 無回答 合計男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
いない 2 1 3
家族 1 19 24 2 46
友達 ' 3 2 17 17 3 1 43
その他 5 5 2 12
無回答 . 1 1
表 8 誰と食べることが多いかと楽しいかのクロス集計 (中学2年)
,]q4-1問4T3 自分ひとり 家族 友達 その他 無回答 合計男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
いない 1 1 4 1 7
家族 4 3 10 17 1 2 1 38
友達 9 5 9 7 2 4 1 37
その他 2 4 2 8
無回答 2 2
表 9 誰と食べることが多いかと楽しいかのクロス集計 (高校2年)
pq4-1間4-3 自分ひとり 家族 友達 その他 無回答 合計男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
いない 2 1 3
家族 1 2 8 5 4 20
友達 .7 9 2 3 8 14 1 44
その他 2 1 4 1 3 1 12















改善は2つの方向からの視点が考えられる｡ まず, 1つ目は,児童 ･生徒の実態に即 し
た改善である｡ 2つ目は,児童 ･生徒の実態からさらによりよい方向への改善である｡
1つ目の視点である児童 ･生徒の実態に即 した改善とは,児童 ･生徒の食事摂取状況を
容認 して,そこから問題を抽出して改善 していく方法で,実践をともなった方法である｡







































あり,日本家庭科教育学会九州地区会第 8回研究発表会 (2004年)において発表 した｡
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